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山口県平生町で記録したサギ類３種の地上営巣例

小林繁樹

〒745-0802山口県徳山市栗屋坂田948-24E-mail:k◎bayashi.s＠do,enjoy・nejp

は じめに

日本では19種のコウノトリ目サギ科の鳥類が生息し，１５種が繁殖する（中村・中村

1995)．このうちゴイサギＭｃ此01,F”c此omr，コサギ堕花地理z泡e伽，アオサギＡうてたα

”e〃αのサギ類３種は日本ではおもに樹上に集団で繁殖し,ゴイサギはまれに島喚で地上営

巣することが（清棲1978)，アオサギは島峻で地上営巣した例が知られている（清棲1978）

ほか，愛知県豊橋市周辺の３か所の溜め池のヨシ原や土手で地上営巣していることが（石田

朗氏私信)，またコサギについては琵琶湖の竹生島で地上営巣していることが(石田朗氏私

信）知られているが，地上営巣の記録は多くない．一方，ヨーロッパではアオサギの地上営

巣は普通で，ヨシ原などに営巣している（Bruunl974，Heinzele/α/、1974)．

山口県内では，ゴイサギ，アマサギＢ"6"んｚｆｓノ姑，ダイサギＥα必α，チュウサギ且

加彪”g“,コサギ,アオサギの集団繁殖地について1973年から現在に至るまで２年または３

年おきに10回の調査が実施されているが（日本野鳥の会山口県支部1973,1975,1977,

1979，山口県野生鳥獣調査団1982,1985,1988,1990,1993,1996)，すべて樹上での営巣

であり，地上での営巣は確認されていない．ところが今回筆者は，山口県熊毛郡平生町の農

業用溜め池内のヨシ原で地上営巣するゴイサギ，コサギ，アオサギを観察したので状況を報

告する．

サギ類が地上営巣した場所の環境

今回ゴイサギ，コサギ，アオサギが地上営巣した山口県熊毛郡平生町人島は，本州の最西

端，山口県東部の瀬戸内海側の平地で33.56,Ｎ，１３２．０４，Eに位置し，海抜は1ｍ程で水田地帯の

間を流れる田布施川の河口部付近にあり，周囲を国道や農道に囲まれた農業用溜め池内であ

る(図１)．溜め池は面種が約3haで，ヨシ研施Zg"z"ＥＳ“加加”たやハスｊＶｾ伽加６０”郷c舵糎

が繁茂し，夏期には繁った葉で開水面がほとんど見えなくなる．ヨシ原はツバメ〃〃”｡ｂ

γ７４s/“，スズメRzsseγ加0"”z4s，ムクドリＳ〃〃焔α"gmcgzfs，ゴイサギ等の集団ねぐら

として利用されており，1989年に平生バイパスの道路新設工事により池の５％程度が埋め立

てられた（小林ほか1997）以外はほとんど環境の変化はない．
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図１．サギ類３種が地上営巣した環境（1999年４月27F|）

Fig.１．BreedingcolonyofB1ack-crownedNightHeron，LittleEgretandGreyHel･oｎｏｎｔｈｅ
ｇｒｏｕｎｄｂｙａｐｏｎｄ（April27，1999)．

調査方法

調査地である農業用溜め池が見渡せる溜め池の水門上高さ3ｍの位溌から，８倍の双眼鏡お

よび25倍の望遠鏡を使用して集団繁殖地を観察し，鴬巣数や個体数をかぞえた．営巣数や個

体数の調査は精度を高めるため慎重を期したが植物の繁茂などによって確実な値を得ること

は困難であった．そのため記載した営巣数や個体数は確実に記録した値でありそれよりもや

や多い可能性がある．

観察状況

1999年４月27日溜め池内の風で倒れたヨシ原でヨシの茎のあいだに木の枝やヨシの茎を

集めてサギ類が集団で地上営巣しているのをみつけた．ほとんどの巣が抱卵中で，ゴイサギ

の巣は少なくとも42巣(以下同様)，コサギ24巣，アオサギ１巣を確認した．集団繁弛地近く

の.ヨシ原にアマサギ３羽，河口部でダイサギが確認されたが繁殖に関する行動はみられなか

った．集団繁殖地はヨシやハスの葉がまだ展開しておらずほぼ全体が見通せた．集団繁殖地

は池のil･I央に近い部分にあり，岸からは遠いところで100ｍ，最も近い部分でも30ｍの距離が

あった．

５月６日地上営巣中の巣数はゴイサギ72巣，コサギ31巣，アオサギ３巣で４月よりも増

加していた．ゴイサギ，コサギはほとんどの巣が抱卵中であった．確認できたアオサギ３巣

の内訳は親鳥が巣に座り抱卵中の１巣，ヒナ２羽のいる１巣，親鳥２羽とヒナ３羽のいる１

巣であった．集団繁殖地近くでダイサギ２羽をみたが繁殖に関する行動はみられなかった．

当地に集団繁殖地ができたことから，直線距離で北東4kｍに古くからある平生町luIIl地区の

サギ類の集団繁殖地へ５月６日に確認に行くと例年通り広葉樹，針葉樹.，竹の混交林にゴイ



図２．地上営巣するサギ類（1999年７月７Ｆl）

Fi頁.２．AnadultandnestlingsinLhenest（July７，１９９９)‘
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サギ，アマサギ，ダイサギ，チュウサギ，コサギ，アオサギの５種が樹上営巣しており，５

種合計で約１００巣をかぞえた．

５月11日地上営巣数はゴイサギ，コサギ，アオサギをあわせて約100巣が確認でき，ゴイ

サギ，コサギはほとんどの巣が抱卵中で，巣材の木の枝をくわえて飛来する個体もいた．ア

オサギは抱卵''１の１巣とヒナのいる２巣が確認できた．

５月27日ヨシの新芽が成長し，ハスの葉が出て集団繁殖地がみにくくなってきた．地上

'営巣中の巣数をかぞえると，ゴイサギ65巣，コサギ52巣，アオサギ４巣が確認できた．ゴイ

サギ，コサギは抱卵Ｉ－ｌｌが多いもののゴイサギ，コサギともヒナ３羽のいる巣を確認した．ア

オサギの巣でもほとんど成鳥と同じほど大きくなったヒナが見られた．

７月７日ハスの葉が水面を覆いほとんど開水而がなくなっていた．ヨシが成長して見通

しが悪く営巣数の確認は困難であった．ゴイサギ30巣，コサギ50巣が確認でき，ほとんどの

巣にヒナがいた(図２)．アオサギは成鳥１羽がみられたもののヒナはおらず，巣立ちしたも

のと思われた．チュウサギ夏羽の２羽，アマサギ１羽を観察したが繁殖に関しては不明であ

る．

８月23日ハスが繁茂しヨシの中にまで進出していた．わずかに残ったヨシに営巣するゴ

イサギのヒナ２羽がいる１巣とヒナ１羽のいる１巣あわせて２巣とコサギ10巣を確認した．

コサギの巣はヒナ３，４羽が多かった．

９月４日コサギとゴイサギの各１巣が確認できただけであった．ヒナはそれぞれ２羽で

あった．

９月17日日没前に観察したところ集団繁殖地はなくなっており，同じ場所にアマサギ３０

羽，ダイサギ５羽，チュウサギ５羽が集合していた．就i時前の集合と思われた．

この観察地以外にも，４月28日に下関市乃木浜２丁目の乃木浜総合公卿自然観察ゾーン内

のヨシ原で．営巣するアオサギをみつけたとの情報（西村･安華氏私信）を得たので５月16日
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に観察に出かけた.公園は面秋約3haで園内の人工池につくられた中州のヨシ原の中にｌ巣が

あり，巣立ち間近と思われるアオサギのヒナ２羽がいて，ほぼ成鳥と同じ大きさになってい

た．わずかに頭部に綿羽が残っており羽ばたきを行なったりしていた．

考察

今回サギ類３種が農業用溜め池内のヨシ原で地上営巣を行なったが，通常の営巣形態であ

る樹上での集団営巣に比較して繁殖を阻害する要因が多いのにも関わらず，なぜ地上営巣を

選んだのであろうか．繁殖を阻害する要因としては，地上営巣は人や捕食性のほ乳類，例え

ばタヌキＭﾉc花形z"Esp”cyO"ojtjbs，イタチノI"s"jzz”域，キツネ”肋9s”肋es，ノイヌ

Ｑｚ"isﾉ2z沈鋤病，ノネコ励姑αz妬などや，アオダイショウＥＩｔｚｐﾉｂｇｃﾉﾙ?､αＣＱ，〃0ｍなど

のヘビ類が営巣地内へ侵入することが容易で，高い捕食圧や営巣地の撹乱が考えられる．

今回繁殖を記録した農業用溜め池は，冬期にゴイサギのねぐらとして利用されるほかサギ

類の休息地，採食場所としても周年使われており（小林ほか1997)，安全性が高い場所と考

えられる．地上ではあるが周囲を水面や湿地生植物で覆われた溜め池内の岸から比較的離れ

たヨシ原内に造巣することで，人や捕食性のほ乳類やは虫類などが容易に侵入しにくい環境

であり，池の周囲は平野部の水田地帯を流れる田布施川沿いに位置し，交通量の多い国道や

農道に囲まれていて，イタチやヘビ類など，捕食者の数そのものが多くないと思われる．ま

た集団繁殖地の発見当初はヨシやハスが十分成長しておらず，営巣地が見渡せたが，その後

急速に植物が成長して集団繁殖地全体がみえにくくなり，通行する車や人も集団繁殖地の存

在に気づかないようであった．池の中での繁殖は大雨による増水で，巣が水没し卵の成長が

停止したりヒナが溺死することも考えられるが，この溜め池は農業用で水門があって水位が

調節されており，大雨の続いた後の７月７日の観察でも，繁殖にはまったく影響がみられな

かった．仮に増水した場合でも，巣の補修は周囲の枯れたヨシを利用すれば容易に可能と思

われた．

サギ類は繁殖環境が良好であれば毎年同じ場所に集団で繁殖することが知られているが，

今回繁殖を記録した農業用溜め池からわずか4kｍしか離れていない平生町山田地区には,1981

年から現在まで約20年近く継続する集団繁殖地が存在（山口県野生鳥獣調査団1982,1985,

1988,1990,1993，1996）しており，本年も集団繁殖地が存在しているのにも関わらず新し

い集団繁殖地ができた原因としては，周辺に平生町，柳井市の水田地帯や田布施川，柳井川

等の河川，河口.干潟があり，良好な採食環境があることのほか，平生町山田地区の集団繁殖

地の営巣数が1982年，1985年，1990年の調査では約580～650巣だったものが1993年，1996年

には約870～930巣と増加傾向(山口県野生鳥獣調査団1982,1985,1988,1990,1993，1996）

にあること,営巣環境が長年の集団繁殖地としての利用やマツクイムシの被害でアカマツ”zz4s

dと"s伽、などの営巣木が枯れ,その下にワラビＰﾉｾﾌ蜘加””"邦"”やヨウシュヤマゴボ

ウ助y""cazα加e減bzz"αなどの草が侵入したり,集団繁殖地に隣接した混交林が伐採された

ことから，個体数増加による集団繁殖地の分裂，営巣環境が悪化してきたことによる一部の



1２５

移動の可能性が考えられる．

また，２５年以上継続調査が行なわれている山口県内のサギ類の集団繁殖地で，今回初めて

地上営巣が確認され，同時期に下関市でも同様に地上営巣が記録されたことは興味深く，今

後の動向が注目される．
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RecordsofBlack-crownedNightHeron,LittleEgretandGrey

Heronnestingｏｎｔｈｅｇｒｏｕｎｄ

ShigekiKobayashi

948-24Kuriya-sakata,Tokuyama-shi,Yamaguchi745-O802

IfoundBlack-crownedNightHeronMc枕o“〃yc"comX,LittleEgret馳形”gzz痕g/畝

andGreyHeronA唾αｃ"g”αnestingonthegroundinareedbedatHitojimainTabuse

-cho,Kumage-gun,YamaguchiPrefectureinl999・Ｔｈｅｔｏｔａｌｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｓｔｓｗａｓｌ２０

ｏｎ２７Ｍａｙｌ９９９,ofwhich65wereBlack-crownedNightHeron,５２ｗｅｒｅLittleEgret,and

onewasofGreyHeronThisisthefirstrecordinJapanofLittleEgretnestingonthe

groundandisalsounusualforBlack-crownedNightHeronandGreyHeroninJapan，

ThisisalsothefirstrecordofnestingonthegroundforthesethreespeciesinYamaguchi

Prefecture．
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